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	新年度がスタートした先月4月、アクロスでは今年度の事業をより充実したものにするための「企画会議」をメインに行っていました。今回は、その会議のなかでも特に熱く議論された「権利擁護」と「支援者のセルフケア」について、少し先取りしてお伝えします。
	好きな香りのハンドクリームを近くに置
	いておく、お気に入りの手触りのハンカ
	チを持つなど、「これを触る（嗅ぐ）と
	落ち着く」というスイッチを職場に用意
	しておくのも効果的です。
	なぜ、今「セルフケア」が必要なのか
	虐待防止と聞くと、「倫理観を高める」「ルールを徹底する」といったことに目が行きがちですが、実はそれだけでは不十分です。虐待を未然に防ぐために本当に大切なのは、支援者自身の「日々のストレスケア（セルフケア）」にあります。障がい者支援の現場は、日々たくさんのエネルギーを必要とします。「対応が困難なケースへのアプローチ」、「職員同士の人間関係の難しさ」、「多職種との円滑な連携の難しさ」――新年度の環境の変化も重なり、現場の皆様もこのようなストレスを抱えることが少なくないのではないでしょうか。 日常のストレスが蓄積し、自身に心の余裕がなくなってしまうこと――。これこそが、不適切な関わりや虐待へと繋がってしまう大きな要因の一つです。だからこそ、利用者の権利を守るためには、まず支援者が自分自身の心と体をケアし、ゆとりを持つこと（セルフケア）が何よりも大事になります。

